
（9） 広報おおあらい　2004.6.1

5月4・5日の2日間、大洗わくわく科学館でこ

どもの日わくわく科学フェアが開催されました。

こどもの日にちなんだ折り紙でのカブトづくりや

打ち上げ式グライダーづくりが行われ、2日間で

5,179名の方々が来館しにぎわいました。

また、おもしろ実験コーナーでは偏光板を使っ

た万華鏡や目の錯覚を利用した実験などが行われ、

参加した子どもたちは、科学の不思議に目を輝か

せていました。

育て科学する心
わくわく科学フェア

4月25日（日）大洗町漁業協同組合員とその

ご家族300名が大洗サンビーチでハマグリ幼貝

の移植放流を行いました。45,312個が採集され、

水産試験場で刻印標識をし、水産試験場の調査船

により放流されました。

ハマグリは漁業の安定経営には欠かせないもの

です。潮干狩りなどを行う場合は3センチ未満の

ものは捕らないなど、決められたルールを守りま

しょう。

つくり育てる漁業にむけて
ハマグリ幼貝の移植放流

5月11日にアクアワールド・大洗が開館783日目

で入場者300万人目のお客様をお迎えしました。

300万人目の入場者となられたのは、栃木県大田

原市からお父さん、お母さんと弟のご家族4人で来館

した湯崎野 綾香ちゃん（5歳）。イルカアシカオーシ

ャンライブ会場で行われた記念式典では小坂館長か

ら300万人目の認定証が贈られ、橋本知事から水族

館のマスコットのピルルとブルルのぬいぐるみやオ

リジナル商品詰め合わせ、小谷町長から地元海産物

がプレゼントされました。

アクアワールド・大洗
入館者300万人達成
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原子力発電の良いところは、少ない燃料でたくさんの電
気をつくることができること、さらに燃料のウランはリサ
イクルできる点じゃ。特に、石油や天然ガスといった資源
の乏しい日本では、日本全体の発電量の約1/3を原子力で
まかなっておるんじゃ。また、発電のときに地球温暖化に
影響する二酸化炭素を出さない長所もあるんじゃ。
これまで、水力発電、火力発電、原子力発電とお話してき

たんじゃが、それぞれ長所と短所があり、その中で日本で
は、燃料確保の安定性、経済性、環境への適合性などを考
え、バランスよく電気をつくることを考えているんじゃな。
君たち、テレビや電気をつけたまま寝てしまったような

ことはないかな。電気は簡単に使えるからといってムダに
使ってはいかんぞ。
それではまた次回のコラムでお会いしよう。

○入館無料　○開館時間　10:00～16:30
○毎週月曜休館（月曜日が祝日の場合はその翌日）

大洗町港中央12番地　@267－8989
ＵＲＬ http://www.jnc.go.jp/xwakuwaku/

大崎
おおさき

日向
ひな た

くん
（桜道2区　1歳1ヶ月）
お父さん　優太 お母さん　あやか
「日（陽）に向かってすくすく育ってね」

― 原子力発電 ―
前回までに、水の力を利用した「水力発電」、石油・天然

ガスなどを使った「火力発電」とお話してきたが、今回は
「原子力発電」についてお話しよう。
まずは前回の火力発電の仕組みを思い出してくれたまえ。

火力発電は石炭・石油・天然ガスといった化石燃料を燃や
した時に発生する熱エネルギーで水を沸かして蒸気をつく
り、タービン、発電機を回して電気をつくるんじゃったな。
原子力発電も火力発電も水を沸かして蒸気の力でタービン
を回して電気をつくる点は同じなんじゃ。それじゃ火力発
電との違いは何かというと、水を沸かして蒸気をつくる燃
料が違うんじゃな。原子力発電では、石油・天然ガスの代
わりの燃料としてウランという物質が使われているんじゃ。

だからといって、火力発電の
ように、火を使ってウランを
燃やして水を沸かしているの
ではないぞ。原子力発電は、
ウラン原子が核分裂（かくぶ
んれつ）するときに出す熱エ
ネルギーを利用して蒸気をつ
くっているんじゃ。

「瞬光」 金沢　清治

「風物詩」 内藤　彰博

田山
たやま

幸利
ゆき と

くん
（舟渡2区の3 1歳11ヶ月）
お父さん　幸則 お母さん　光子
「笑顔をたやさずに育ってね」

火力発電と原子力発電の違い�
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※この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙を使用しています。�
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〔入館料〕�

1,800円�

900円�

300円�

1,400円�

700円�

250円�

�

600円�

200円�

大　　人�

小中学生�

幼　　児�

種　別� 個　人� 団　体� 学校特割�

〔営業時間〕9:00～17:00�
※夏期営業時間（7／17～8／22）9：00～19：00

・料金は消費税が含まれています。�
・団体は20人以上です。�
・幼児は3歳以上です。�
・学校特割とは、保育所、幼稚園、�
小・中学校の学校行事として利用�
する場合です。�

開催期間：6月1日（火）～6月30日（水）�

参加資格：中学生以下のお子様�
�

　7月17日より8月31日まで、第7回企画展「水

辺の妖怪」が開催されます。そのプレ・イベン

トとして6月1日より1ヶ月間「妖怪ラリー」を開

催いたします。�

　ポイントとなる7つの場所には河童が登場。

河童が手に持っているモノは何かな？　一つひとつ解答していくとある答えが導きされる

ようになっています。正解者の中から抽選で素敵な賞品が当たりますので、どんどんご応

募下さい。�

6月のイベント案内「妖怪ラリー」�
館内にある7箇所のポイントをまわり、キーワードを探せ！�


